













 これまでアナエビ類の配偶行動は全く不明であった。49 月の 145 日間、透明小型容器
内で本種の雄 1個体（全長 35 mm）と雌 2個体（同 25・35 mm）に少量の砂と透明小管（人
工巣穴）を与え、照明下で行動観察とビデオ記録を行った。各個体はそれぞれの巣穴内で
摂餌・脱皮を含めた殆どの時間を単独で過ごした。6 月以降、特定ペアの配偶行動が 3 回
記録された。2 回目の配偶行動で最も詳細な観察が行われた。交尾 4 日前に雄が巣穴から
出て、雌の巣穴を探索・訪問し始めた。交尾は外骨格の硬化状態で行われ、雄が雌の第 8
胸骨腹板の表面に 1 房の精包を付着させた。雌は交尾（2 回目の交尾時間：105 秒）の 43
分後に巣穴を閉鎖（閉鎖時間：60 分間）、44 分後に産卵（約 2 分間）、56 分後に抱卵（12
























第 1 小顎は、口器付近に餌が凝集したときのみ動いた（摂餌）。第 2 小顎・第 1 顎脚は、





無条件下よりも有意に高い値を示した（平均 4.5 vs. 2.8mm s–1）。一方、餌無条件下では濾
水量と行動圏（固定カーネル法：50%面積）に有意な正の相関がみられたが、餌有条件下
では負の相関がみられた。これらの結果から、餌有条件下では、遊泳速度を増大させて、
狭い行動範囲で集中的に遊泳をして餌採集するのに対し、餌無条件下では、低速遊泳を長
時間行い、行動範囲を拡大することが明らかとなった。 
 
以上の結果から、干潟に生息するハルマンスナモグリは餌条件が良好であれば、繁殖期
間中に安定的に幼生を放出し、個体群を維持する可能性が個体レベルで示された。また、
沿岸域に放出された幼生は、低次食物連鎖における一次消費者として一次生産者を直接利
用し、生残率を上昇させている可能性が示された。さらに、ゾエア後期幼生では環境周辺
の餌が涸渇した場合、低速遊泳によって広範囲の探索・餌の収集を行い、生残率を向上さ
せている可能性が示された。 
 
 
 
 
